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第 ５ 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成28年１月29日（金曜日) 

            午後１時０分開議 

            午後２時15分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）ラグビーワールドカップ２０１９大

会成功に向けた課題について 

    （熊本県ラグビーフットボール協会

との意見交換） 

 （２）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(14人) 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 田 代 国 広 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

        委  員 重 村   栄 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

                委   員  田 大 造 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 松 村 秀 逸 

                委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(１人)  委  員 早 田 順 一 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 商工観光労働部 

       部 長 髙 口 義 幸 

観光経済交流局長 小 原 雅 晶 

観光課長 満 原 裕 治 

国際課長 磯 田   淳 

 教育委員会 

体育保健課長 平 田 浩 一 

総務部 

人事課長 青 木 政 俊 

 土木部 

道路都市局長 手 島 健 司 

都市計画課審議員 緒 方   誠 

 警察本部 

警務課長 林   修 一 

交通規制課長 木 庭 俊 昭 

総合企画室長 井 野 新 輝 

――――――――――――――― 

参考人 

 熊本県ラグビーフットボール協会 

会 長 笠   日出臣 

副会長 岡 村   隆 

理事長 永 野 昭 敏 

書記長 野 口 光太郎 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 

――――――――――――――― 

  午後１時０分開議 

○溝口幸治委員長 開会に先立ちまして、御

報告いたします。 

 本日、早田委員が欠席であります。 

 それでは、ただいまから第５回国際スポー

ツ大会推進特別委員会を開催いたします。 

 初めに、私のほうから御挨拶を申し上げま

す。委員長の溝口幸治です。 

 きょうは、お忙しい中に、ラグビーフット

ボール協会の皆様方には、本委員会に出席を

いただきましてまことにありがとうございま

す。 

 私どものこの委員会では、ラグビーワール

ドカップ、それから女子ハンドボール世界選
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手権大会、そしてオリンピック競技大会等の

審議をさせていただいております。 

 先般行われましたラグビーワールドカップ

大会にも、私や橋口委員、それから楠本議員

が県議会を代表して参加をさせていただいた

ところであります。実際、見させていただい

て、さまざまな課題があるというふうに感じ

たところであります。 

 きょうは初めての試みでございますが、皆

様方から御意見、御要望、御提案等をいただ

きながら、我々の審議に生かしていきたいと

いうふうに思っています。時間があるようで

時間がないなというのが私の今の実感であり

まして、皆様方も恐らく一緒だというふうに

思いますので、前向きな意見交換になります

よう、委員の皆様方にも御協力をよろしくお

願いをいたします。 

 それでは、早速、ラグビーフットボール協

会の笠会長より御挨拶をいただきたいと思い

ます。 

 

○笠参考人 皆さんこんにちは。 

 きょうは、ラグビーワールドカップに関し

まして意見交換会を実施していただきまして

まことにありがとうございます。光栄でござ

います。ラグビーがこういう場になること自

体が今までなかったです。それほど急速な盛

り上がりが今行われているというところでご

ざいます。 

 ラグビー協会は日本ラグビー協会の傘下の

熊本県ということで、特段熊本だけが突出し

て何かをするという組織ではありませんが、

熊本も、その中の組織的にはその性格であり

ます。しかし、ラグビーワールドカップの熊

本開催をめぐっては、これは別であります。

県、市、行政の皆さんと一体化してさまざま

な取り組みをしたことで高い評価を受けてお

ります。後ほどその具体例などをいろいろと

御説明したいと思いますが、きょうは、全体

として、私、笠ですが、理事が32名おりまし

て、その中でも幹部クラスの、私のほかに３

人来てもらってます。座席表の隣でございま

す。それぞれの餅屋餅屋がありますので、遠

慮なく勝手にしゃべる可能性もあります。そ

こはどうかお許しいただきたいと思います。 

 きょうは、さまざまな方との接点がありま

すので、私たちも期待して、また、楽しい思

いで出席させていただきました。よろしくお

願いします。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございまし

た。 

 なお、本日の出席者につきましては、お手

元の名簿をもって紹介にかえさせていただき

たいと思います。 

 それでは、意見交換に入ります前に、笠会

長から、ラグビーワールドカップ2019大会成

功に向けた課題や意見、要望等について説明

をお願いいたします。 

 なお、今、笠会長からもありましたとお

り、本日は、岡村副会長、永野理事長、野口

書記長に御出席をいただいておりますので、

笠会長の後に、補足等ありましたら御自由に

挙手をいただいて、御発言をいただきたいと

いうふうに思います。 

 それでは、御説明をお願いいたします。 

 

○笠参考人 まず、１つは組織面として、早

期に、県、市、ラグビー協会３者による実働

部隊の組織化をお願いしたいというのがあり

ます。御承知のとおり、昨年の３月に熊本開

催が決定しましたが、それまでは招致委員会

というのがありまして、県、市、我々協会、

たまたま私が招致委員長になったんですが、

そこで熊本開催が決定して自然消滅しまし

た。つまり、もう招致決定したからですね。

その後、具体的には、現場がもう尐し意見交

換が具体的に日常的にできるようないわゆる

実働部隊の組織化ということでお願いしたい

というのがあるわけです。県、市、ラグビー
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協会３者による実働部隊の組織化ですね。つ

まりは、集まる場も必要だということです。

日常にいろんな情報が入ってくる、とっさの

動きも要る、そういうときにどっか行く場所

がないんですね。どこに行ったらいいか、そ

れぞれ、きょうは県の観光課に行くの、きょ

うは教育委員会に行くのとかそういう状態に

なります。ですから、１つの、まあ柔らかく

言えばクラブのような場が欲しいです。自由

な意見交換があって交流ができるようにとい

うのが希望としてあります。そして、当然そ

れらの意見交換を通して、これはもうスター

トするわけですが、具体的にそれぞれの下部

組織の役割が明確化されていくことを期待し

たいと思っております。 

 これが組織面ですが、２番目にハード面、

これはハードですね。競技施設のことです。

これは、組織委員会から規格の指示がもっと

具体的にはっきり出てきます。今、例として

言いますと、ピッチの周囲を幅５メートルの

ロングパイルの人工芝で覆い、安全性を高め

るとか、そういうような例のいろんな細則が

きちっとした形でやってきます。ゴールポス

トの高さを13メートルにすることとか、そう

いう意味合いのですね、それぞれがありま

す。シャワー室、ロッカー、トイレ、電光掲

示板の増設、天然芝生、仮設スタンドのこ

と、通路の幅、こういったことが当然考えら

れますが、これは、基本的、もうすぐはっき

りした形でもう一回言うてくるはずです。 

 それから、開催の運営のための設備、これ

はもう我々がトップリーグその他非常にいろ

んな経験をしておりますとおり、交通問題、

駐車場関係その他あります。これは、主要な

ほかの会場は最寄りの駅というのが表示され

たりしております。熊本はないんですね。で

すから、一番適正な交通手段を選定して、そ

して渋滞なく皆さんが来て、そして周りをス

ポーツの、ラグビーのゲーム以外も含めたゾ

ーンをつくって、滞留する時間的、場的余裕

をつくらなきゃなりません。そして、大混乱

なくまた帰っていただくというような部分が

あります。いろんな考え方があると思いま

す。そういう駐車場関係、道路の関係、公共

交通機関の、今のところ鉄道敶くわけいきま

せん、間に合いませんから。そういう意味合

いでのバスや車、その他の有効的な方策を考

えていただきたいというものがあります。小

さい話からすれば、身障者用の園内移動のた

めのゴルフカートのようなものの整備も、ひ

ょっとしたら話に出てくるかもしれません。 

 ちなみに、この前、トップリーグ、１万8,

000人を超す人で埋まりました。大成功でし

た、協会としては。ただし、そういった設備

とハード、それから人々の滞留その他のこと

を考えると破裂寸前でした。１万8,000を超

す人で破裂寸前でした。それが事実としてあ

ります。その他、会場には、小さい形として

は総合案内所とかいろんな施設設備の注文が

あります。 

 それから、ソフト面では普及活動ですね。

競技を普及させるために、小さい子供さん、

小中高で、ラグビーやハンドボールを科目と

して採用してほしいというのがあります。尐

なくとも簡単なルールがわかるぐらいのこと

がないと、本当のラグビーのおもしろさはあ

りません。これは国も文科省も多分言ってく

ると思いますが、ラグビーの基本的な種目の

スタートとしてはタグラグビーというのがあ

ります。タックルせずに、あれは何と言った

らいいんだろう、帯状のものを腰に提げて、

タックルのかわりにそれをとって、だから危

険なプレーにはならないわけですが、そうい

うタグラグビーというのがスタートの種目と

して、これは文科省も多分力を入れるという

ことで具体的に指示が来ると思います。その

講師など、そういう教育のレベルでは我々も

十分に尽力できるかなというふうに思ってお

りますが、そういうソフト面で、普及面です

ね。 
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 それから、県民への周知では、私は、たま

たまメディアの関係もありますが、今のとこ

ろ順当に頻繁に周知のための活動をしてます

が、さらにそれを計画的に具体的に新聞、ラ

ジオ、テレビ、ほかの印刷物媒体などで、も

う尐し立体的に展開していきたいと思ってお

ります。 

 それから、観光面での課題などあります

が、これは何でこんなことを言うかという

と、ラグビーは海外からもたくさんの人が来

るんですが、ただ、ゲームのための大会じゃ

ないんですね、交流になっているんです、こ

れは。これが普通のいろんな種目とちょっと

違うのは、交流になっているものですから、

そういう交流のいろんな一環としての観光で

もあるわけです。この前、ロンドンでも九州

の物産を出したり、それから、やりようによ

っては、九州・熊本の場合はいろんな協会が

ありますね、日英協会、日仏協会、アイルラ

ンド協会とか。そういうふうに、もし相手国

が決まった後、若干の時間がありますので、

決まるのが、あと１年半ぐらいしたら決まり

ます、どこの国が来るかが。そういうときに

は交流を、ただラグビーゲームがあるよとい

うんじゃなくて、総合的、立体的にしなけれ

ばならないと私は思っております。日英協会

などには、会議に出てお願いに行きました

ら、全面応援しますというお答えをいただい

ています。さまざまなボランティアもいる

し、文化交流のあり方はたくさんあります、

お国柄というのもありますが。そういう形で

の観光や文化交流というのが必要です。 

 それから、熊本の場所、福岡がですね、あ

れは何人収容かな、レベルファイブが２万ぐ

らい。ですから、当然、いわゆる大きな有名

なチームの試合はなかなか難しいんです。で

すから、福岡は、熊本がそういうやるときに

は、当然入り口として大きな機能を持ってま

すから、福岡も熊本のマーケットとして考え

て向こうは協力してもらって、大きな試合に

は福岡からもたくさんのお客が来るような何

か企画とかあり得ると思います。もう尐し県

を越えた活動ができるんじゃないかと、計画

ができるんじゃないかと私は思っておりま

す。レベルファイブが２万ぐらいの収容しか

ありませんので、大きな国、あるいはジャパ

ンの試合があるかどうかは非常に疑わしいで

す。しかし、福岡の人は熊本に非常に来やす

いです、便利だから。そういうところで共同

作戦とかいろんな企画も考えられるというと

ころであります。まあ、観光その他の経済効

果は大きいんだと思いますが、いずれにして

も、経済効果の推定は、国が決まってからじ

ゃないとちょっとはっきりわかりません。相

当なものがあると思います。 

 ラグビーというのは滞在型です。この前、

イングランド大会で、日本が第２戦スコット

ランドで３日しか間がないので、一種のブー

イングがありました、３日しかなかったか

ら。普通５日から１週間は置くのが常識で

す、ああいう激しいスポーツですからね。で

すから滞在型なんです、応援団のほうも。そ

の辺が、プロ野球みたいに３日間３試合とか

そんなのあり得ませんから、それは皆さんよ

くお含み置きいただきたいと思います。多く

の海外のことを含めて、ファンが滞在型で来

ます。また、広域で来る可能性もあります。

福岡、熊本１週間とかそういう可能性が随分

あります。それから、熊本市だけにまたいな

いかもしれません。当然、阿蘇や周辺の観光

地に行く可能性大であります。立体的に大規

模におもてなしできるような考え方がありま

す。 

 それで、私のところに、英語の通訳をする

ような、ボランティアをするような人が何本

も電話かかってきます。何かお手伝いできる

――これはまだ３年９カ月後の話なので、あ

りがとうございますとしか言いようがないん

ですが、そういった人たちを組織化して、機

関紙でも出して、ラグビーをまず知ってもら
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わないかぬから、集まっていただいて啓蒙し

なきゃいかぬですね。そういうシステムをど

うやってしたらいいか、これはやっぱり行政

の力をかりて、会場借りて、そういうふうな

呼びかけのことに、協会だけじゃなくて、一

緒に取材してお願いできないものかというふ

うになると思います。これが、突然大量のボ

ランティアが要るとなったら大変な作業にな

りますし、また、ラグビーのこと御存じない

ような状態だと大変です。ですから、事前

に、私は、組織化とラグビーの啓蒙の活動が

必要じゃないかというふうに思っておりま

す。 

 まあ、たくさんのことを言いまして恐縮で

すが、これは、県、市、協会が、実働部隊が

一緒になって取り組みの課題を柱を幾つか挙

げて、そして優先順位をつけて、それぞれが

動けば、もう尐し効率よく進むんではないか

と思っております。 

 ちょっとざっとした言い方で恐縮ですが、

よろしいでしょうか。 

 

○溝口幸治委員長 あと、ありませんか、皆

さん方から。 

 

○野口参考人 野口と申します。よろしくお

願いします。 

 最初に出ました組織面につきましては、県

と市とラグビー協会３者による実働部隊の組

織化というのを挙げさせていただきました。

誘致が昨年の３月に決まりまして、約１年た

っているんですが、誘致の前に、150項目に

わたって申請書の中に質問項目がありまし

た。それを載せて申請書として提出したわけ

なんですが、その提出した内容について、そ

の後１年間で、かなり私のところにも電話が

かかってきます。例えば、グラウンドの広さ

について、こういう申請書出ているんだけれ

ども、どうも実際は違うんじゃないかと、だ

から実際はかってきてくれと、そういうこと

がどんどんどんどん個人に向けて入ってくる

んですよね。ですから、私だけではもうさば

けないようなこともあるし、あと、そういう

ののほかに、ボランティアをやりたいんです

けれども、それまでに、2019年までどういう

ボランティアがありますか、どういうことを

しとけばいいですかと、そういういろんな質

問が上がってきますので、それも答える組織

がないということですので、いち早く３者で

組織をしていただいて、実働部隊が動けるよ

うな組織をつくっていただきたいというのを

補足します。 

 それと、組織面で２つ目に上がったのは、

役割の明確化というのが出てきました。県の

役割、市の役割、我々協会の役割というの

は、2019年の中でかなり変わってくる、役割

の分担が出てくると思います。例えばラグビ

ー協会の場合は、実際は組織運営のほうにか

かわってくると思います。交通とか警備とか

そういうところは行政の仕事になってくると

思うんですが、その辺の役割の明確化を早く

していただけたら、あと３年の中でいろんな

シミュレーションを繰り返しながら仕事がや

っていけると思いますので、早く役割分担化

というのをお願いできればなと思っておりま

す。 

 組織面については以上です。 

 

○永野参考人 先ほど会長のほうからもあり

ましたが、ピッチの周辺を５メートルのロン

グパイルの人工芝で敶き詰めるとか、そうい

う安全性を高めないと国際試合は誘致できな

いと。ゴールポストもそうですし、そのあた

りが整備できた上で、すぐ国際試合をできる

というお墨つきをいただきましたので、これ

は組織委員会が提示しますので、それが決ま

ったら、直ちに整備していただければと思っ

ております。 

 

○岡村参考人 第一番にやっていただきたい
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というか、願望は、野口が申し上げましたよ

うに、早く実働できるような組織固めという

のが第一番です。それから、先日のトップリ

ーグを経験しまして、交通アクセス、交通問

題ですね。それから駐車場問題、そこで非常

に苦労しました。１万8,000というお客さん

であれだけのことなのかと。ワールドカップ

になれば、その倍以上のお客さんが来る、ど

うなるんだろうというようなことで、ある程

度もうシミュレーションをして、やれる対策

は順次構えとかぬと、いざとなったら大変な

ことになるんじゃないかなというようなこと

を思っております。 

 それから、試合、どんなチームが来るかと

いうことですけれども、実は、カテゴリーの

Ａ、Ｂ、Ｃということで、試合のレベルとい

いますか、レベルというと失礼なんですけれ

ども、強い、例えば、イングランドとニュー

ジーランドとかいう世界で強豪の12番以内ぐ

らいが入っているチーム同士の試合をカテゴ

リーＡと言うんですね、カテゴリー。それ

に、次に準じたのをＢ、さらに、言っちゃ悪

いけど、ちょっとお客さん余り期待できない

というような部分がＣに。Ａ、Ｂ、Ｃ、願望

としては、カテゴリーＡを協会としては欲し

いです。ただ、カテゴリーＡになりますと、

組織委員会が定めているというか、一応の基

準としては４万というのをうたっておりま

す。４万になると、うちのスタジアムが３万

2,000ですので8,000足りないということで、

8,000の仮設をつくらんといかぬとかいうよ

うな問題ができてきて、8,000の仮設をつく

るならば、すごい予算的にも大変なリスクが

伴うし、仮に来て、４万、超満員になるよう

な状況になれば、それを元とれるのかとかい

うその辺の洗い出しあたりもちょっとせんと

いかぬとかなというふうにも考えておりま

す。また、組織委員会が定めとる４万という

のも、どうもいろんな部分でぶれるところが

あります、組織委員会の考え方も。４万だけ

ど、下手すると３万6,000ぐらいでカテゴリ

ーＡが来っとじゃなかろうかとか、何かその

辺も頭の隅に尐しあります。４万とうたって

いるけど、本当、４万でなかとカテゴリーＡ

は来ぬというの本当なのかなというところも

ありますので、その辺の情報あたりも、自分

たちは任意団体の身ですから、結構フットワ

ークよく接触できますので、その辺の情報も

とって、県、市の行政の方と当方が組んで、

いい試合を極力持ってきて、県民の皆さんに

喜んでいただきたいというふうに思っており

ます。 

 一番自分が思っていることは、組織固めと

そのいい試合を、カテゴリーＡを目標に試合

を誘致して持ってきたいというのが一番で

す。それと交通アクセスです。 

 以上です。 

 

○笠参考人 一言だけ。実際に熊本が選ばれ

るのは、イングランド、スコットランド、そ

れからアイルランド、直接委員たちが日本に

来て調査活動をして、結果、おろしたんで

す。そしてＡランクに近いものをもらいまし

た。つまりは、三位一体による街の雰囲気、

いろんなおもてなしの精神があふれていたと

いうような部分を高く評価された。ですか

ら、今ハード面の話がありましたが、そうい

うことまで含まれたら相当熊本は高い評価に

なります。ということです。ですから、単

に、カテゴリーがＡだ、大きいだけじゃなく

て、尐し寸足らずでも相当高い形で期待され

る部分がありますが、それは、ただ、今後

の、あの人たちもメンバーチェンジするかも

しれませんので、これから幾つかの動きがま

た入ってくると思います。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 それでは、今の御意見に

対する御質問やまた御意見等ありましたら、

委員の皆様方から受けたいというふうに思い
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ます。 

 どなたからでも結構ですが、何かありませ

んか。 

 

○藤川隆夫委員 今のできるだけ早期に実働

部隊が動ける、まあ、事務的なものをつくっ

て動いていかなきゃいけないという話があり

ました。当然これは、県、市、協会一緒にな

ってこれから、もう既に話も始まっているか

と思うんですけれども、最終的にどっかに設

けたとしても、そこの財源構成の部分も含め

て、協会だけでは恐らく難しい部分があるん

だろうと思いますので、その部分は、協会と

しての財政的な体力とか何かというのは現状

ではどうなのか、ちょっと教えてもらえれば

と思います。 

 

○笠参考人 財政的には全く自信ありませ

ん。貧乏な集まりです。 

 

○藤川委員 ということは、逆に言うと、行

政と話してもらって、行政のほうから、県、

市のほうから拠出してもらって、どこかまあ

場所はやっぱり構えないと恐らく動きづらい

と思いますので、場所を構えてもらって、そ

の中で実際に動く人を雇用という形で雇い入

れて、そして動いてもらうしかないんですか

ね、やっぱり。 

 

○笠参考人 どこか場をつくっていただい

て、これは、県、市、協会、その他ラグビー

関係者が自由に出入りできるような雰囲気の

場をつくっていただいて、実は、その中でい

ろんな後援会組織などが固まれば、ラグビー

は今まで長い間苦手だったマーケティング活

動が起こせると思います。尐しでも財政的な

ことも含めた企画なども考えられます。 

 いずれにしても、まだそういう方面は全く

できておりません。 

 

○藤川隆夫委員 わかりました。これはやっ

ていかんといかぬ話ですね。 

 

○荒木章博委員 今、藤川委員の質問にあり

ましたように、やっぱり組織をつくるという

ことは、やっぱり熊本で唯一の世界の大会が

まずは開催をされると、オリ・パラの前、ま

たハンドボールの前。前回ハンドボールをつ

くりましたときに、キャッスルの横に、前田

当時の事務局長が、県の部長だった商工観光

労働部長が退職されて、あそこに事務局長と

して、各市、県、協会、そして机、椅子並べ

て対策をとられたと思うんですけれども、あ

れは大会の始まるどのくらい前だったでしょ

うか、商工観光労働部長。 

 

○小原観光経済交流局長 私が当時勤務して

おりましたので、私がお答えします。 

 多分福祉会館に前あったんですけれども、

その場所がないということで、どこもあいて

ないということで、空き地がまだあそこあり

ましたので、あそこに中古のプレハブを建て

てやったということで、多分１年ぐらい前じ

ゃなかったかなと記憶しております。 

 

○荒木章博委員 それで、１年前にやっぱり

ある程度の組織をつくって、そこが手狭だっ

たからあそこにプレハブを建てて移ったんで

すね。たしか３年ぐらい前から――２年ぐら

い前から、１年前から対策をつくってきちん

とした組織ができたと思うんですけれども、

今回の場合は、ハンドボールと違って各国の

出場者もかなり多いわけですから、さっきの

委員が言われたような対策もやっぱりとるべ

きだなというふうに思っております。 

 それと、笠会長が先ほど言われたように、

ラグビーは、ちょっとほかの種目と違うわけ

ですよね。ワン・フォア・オールとかオー

ル・フォア・ワンとか、みんなでスポーツを

楽しむ。サッカーになりますと、敵味方に分
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かれて戦って、地方のロアッソでも、負けた

ら、自分の熊本のチームでも熊本県民がブー

イングをすると。非常に特殊な競技なんです

けれども、ラグビーは、私も、この前、にわ

か応援団だったですけれども、見させていた

だいたら、非常にその取り組みというのはす

ばらしいものがあるなというふうに感じるわ

けですけれども、まあ、この違いを埋める文

化というのに対して――文化ってスポーツ文

化ですよね。それをやっぱりこの４年内、３

年内、２年内にどうやったものを、協会側が

こういうものをやっぱり発信していかない

と、県とか市とか私たちはその意図はわから

ないわけですから。それからそのラグビーの

精神はわかるんですけれども、私は剣道やっ

ておりますけれども、剣道の場合はオリンピ

ックには参加しないんですよ。これはもう剣

道の理念の中で、オリンピックには参加しな

い。だから、よその外国の人たちは、この

前、56カ国で世界大会やりまして、日本武道

館に私もまいりましたけれども、目標は世界

大会があるけれども、その世界選手権がある

けど、オリンピック種目に、よその国は全部

やりたいと言うんですけれども、剣道の理念

としては、日本剣道連盟は参加をしないと方

針を打ち出しているんですよね。そうした中

で、ラグビーの場合は、やっぱりイングラン

ドのラグビーの文化と日本のラグビーの文化

というのはかなりかけ離れた分があると思う

んですけれども、そういった中で、やっぱり

会長が今後その精神普及なんかも含めて、ソ

フトの面ですけれども、どういうふうに考え

ていかれるのか、ちょっとお尋ね、再度、尐

し部分的には触れられましたけれども、お願

いしたいと思います。普及を含めてですね。 

 

○笠参考人 普及については、熊本招致が決

まるちょっと前から、だから２年ほど前から

幾つかの民間の団体、勝手連みたいなところ

がありまして、すきたい熊本協議会、その１

つはですね、そういう商店街の集まりがあ

る。もう横断幕を、商店街の中に「熊本で開

催しよう」という横断幕をね、それをやった

り、ラグビーの大物、昔の大物選手の講演会

をしたり、それはその勝手連がしたり、我々

ラグビー協会でもやっています。そういうふ

うにちまたの普及活動は地道にはしていま

す。決まってからは、３月に決まりました

が、私が今、何回ぐらいかな、ロータリーク

ラブとか商工会議所とか各地で講演に出かけ

ています。この人も、あした菊陽町に行きま

す。そういうふうに講演活動などはしており

ますが、それから、メディア対策としては、

ラジオで、2019まで毎月１回、ラグビーの時

間をとっています。それから、新聞や各放送

局に非常に小まめに私は赴きまして、取材、

報道をお願いするようにしております。だか

ら、皆さん御承知と思います。にわかに記事

が、あるいは番組がふえたと思いますが、そ

ういったこともかなり影響していると思いま

す。 

 あとは、幅広くたくさんの層を広げるため

には、女性ファンが必要なんです。だから、

子供のちびっこラグビーとかあります。その

お母様方を何とか組織化できないか、母親の

力が大きいですからね。そういうことも考え

ております。 

 いずれにしても、企画倒れにならないよう

に、そろそろ手を打たなきゃならないんで

す。勝手に思っています。どっかで飲み屋で

それをアピールしたりとかあるんですが、場

がないんです、今。いろんな行政の人たちの

担当の人たちも、それぞれの部署があったに

せよ、ぜひ共通の場、実働部隊の場を設けて

ほしいと思います。 

 

○荒木章博委員 あと２点、ちょっとお尋ね

をしたいと思ってます。 

 先ほど、岡村副会長さんから、カテゴリー

のいい試合をとってほしいということで３万
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2,000ということ、今８番目ですけれども、

ただ、福島という地震対策については、そう

なってくると、10番目ぐらいの規模になって

くる。福岡とタイアップしていくと、そうい

うふうなことも聞きましたし、ワールドカッ

プも手を挙げましたけれども、３万2,000で

したから大分にとられてしまったと、サッカ

ーの場合は。そういったところもあるんです

けれども、もちろん今から――この前、溝口

委員長がラグビー協会の事務局長とお話をさ

れて、非常に――あける、陸上とかいろんな

競技団体と協力してもらわにゃいけないけれ

ども、長きにわたって会場をあけとくと、い

い試合が転がり込んでくるんですよというこ

となんですね。 

 それで、２週間前、森会長の秘書の長谷川

さんともちょっと、いきなりだったですけれ

ども、10分か15分ぐらい話す機会がありまし

て、ぜひ熊本にいい試合をということで、私

たちは私たちのラインで営業、彼が一番片腕

ですからお願いをしたりして、営業努力もし

ていかにゃいかぬなというふうに思ってるん

ですけれども、そして、やっぱり強さという

のは、もちろん今から強化をしていく。その

中で、やっぱりオリンピックのとき、日本で

開催されたときに熊本出身者が40何名ぐらい

出たんですかね、あのときは熊本出身者が。

だから、あの東京オリンピックは熊本県もか

なり盛り上がったんですよ、出場者が出たと

いうこと。ラグビーも、できれば、４年後に

向けた強化選手とか今の高校生とか――野口

先生は九州学院ですから、後輩ですから、で

すから、そういったところの強化策なんかと

いう話も尐しちょっと聞かせていただきたい

なと思ってるんですよね。 

 

○笠参考人 オリンピックの話が出ましたけ

れども、何とオリンピックでもラグビーは男

女とも種目として採用されました。ですか

ら、もうこんなに恵まれた種目はないんで

す。オリンピックの種目が女性も含めてあっ

て、７人制ですけど、あって、競技人口は特

に女性は尐ししかいないのに、もうオリンピ

ック採用されているんですよね。だから、頑

張り次第では、いつも手近にあるいは目標が

近いところに可能性があるんです。そういう

ことも含めたら、さっき小さいお子さんのタ

グラグビーの強化というのを言いましたが、

女子ラグビーも非常に目標に到達する近道で

はあると思います、この強化はですね、もう

既にこのリオオリンピックから始まるんです

から。御承知のとおり、男女とも日本はオリ

ンピック出場決まりました。ですから、にわ

かにオリンピックとワールドカップと含めた

形で国際試合という話題が周りにこれから続

くと思います。 

 

○溝口幸治委員長 選手強化については何か

協会で取り組んでいることがあれば。 

 

○永野参考人 体育協会の予算で小学生から

大体高校生ぐらいまでの一貫した教えといい

ますか、まあ長崎がちょっと進んでまして、

長崎のほうが中学、高校という持ち上がりも

そのままだと、パスの仕方がこうだよとかそ

ういうやり方も小学生からとるということ

で、５～６年前からやってきております。こ

としの正月ですけれども、中学生が、ブロッ

クがＢブロックなんですけれども、熊本県代

表として準優勝していると。尐しずつ強化が

実ってきたかなというふうに思っておりま

す。 

 

○荒木章博委員 今のところ、トップリーグ

もこの前私見学に行きましたけれども、熊本

選手が出ましたということで、盛大なる会場

で拍手がありました。そういう熊本の選手が

将来４年後に、候補までいかぬでも、そのく

らいになるだろうという選手がいますかね。 
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○笠参考人 それはもう帝京の流、キャプテ

ンだった。彼は、流大氏は候補まで行くか

な、まだ今から、いわゆる相手レベルの違う

相手と今から戦わないかぬわけですが、しか

し、話題としては有力な話題に入ってます

ね。 

 

○荒木章博委員 熊本選手が最後に私活躍す

るということは非常に私たちはその中で喜び

があるもんですから、そこのところ協会あた

りはお願いしたいなと思っております。 

 最後に、ハードの面、ソフトの面、それは

今から協議をして組み立てて組織をつくって

動かれていくし、県も予算をいろんな面で出

すところは出していかれるということで、駐

車場が狭いとか交通問題とか、そういう問題

は今から大がかりにかける、特に、飛行場が

あるもんですから、あの混みぐあいというの

は非常に飛行場に対する対策というのには頭

が痛い、今会長が言われたように、駅がある

わけじゃないし、そこを通ってね、今武蔵塚

駅からタクシーに乗って横を横断して飛行場

に行くという施策を県がモデル地区にやった

りしているんですけれども、それで、私は先

般観光課にも――実際私もサッカー協会に所

属していたときに、サッカー協会は、いろん

な何万人大会をやっているんですよね。だか

ら、ラグビー協会と一緒になって、やっぱり

力を、各協会が力を合わせていくと、そのノ

ウハウが、ラグビー協会の場合は、実際運営

してもなかなか初めての大会ですから、そう

すると、サッカーのほうは、Ｊリーグとかい

ろんなことで過去にもエースフリューゲルス

とかそういうものも含めたやつを実際運営し

ているもんだから、力を合わせて。 

 そして、私は最後に申し上げたいのは、前

回の大会では、大変な僕は御苦労があった

と。前回のトップリーグの大会は、熊本で開

催されたトップリーグは大変な御努力が僕は

あったと思うんですよ。ぎりぎりだったと言

われるですけど、やっぱりこの会議数とか取

り組みとか運営とか私はすばらしいもんだっ

たなと。サッカーは、僕はＪリーグで行くも

んですから、僕はこれは高く評価していいん

じゃないかなというふうに思うんですよね。 

 それで、今後、今これは第１回目ですけ

ど、今から組み立てて組織をつくり、そして

各予算をつくり、組み立てて、要望とか意見

を聞きながらやるわけですからね。ただ、私

は、最後に、この前やられたトップリーグの

ときに、あれだけの観客をうまく誘導され

た、それはもちろん県、市の協力もあったか

らのことだと思うんですけれども、今後、そ

ういう意味で、もう会長以下役員さんほっと

されたろうと、事故がなかったからというこ

とで思いますので、高く私はこの件について

は評価をしたいと思って、終わります。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○髙野洋介委員 実働部隊の組織化について

ちょっとお尋ねしたいんですけれども、今協

会の常勤スタッフは何名で、実働組織ができ

たときにそこに何人ぐらい派遣できますか。 

 

○野口参考人 常勤スタッフとしてはゼロで

す。それで、我々が仕事抱えながら協会のほ

うの仕事をやっているというのが現状です。 

 

○髙野洋介委員 やっぱりそこに私今までち

ょっと組織として弱かった面と、こういう大

きな国際大会が誘致できたときに、やれ、ど

うすればいいんだろうというような不安とか

そういうのがあると思うんですね。恐らく県

は、多分４月以降、人事異動等々で、ラグビ

ーワールドカップと女子ハンドボールに対し

てのスタッフというのをきちんと整備すると

思うんですよ。恐らく市のほうもされると思

うので、そこら辺まで含めて、ラグビー協会

として、ぜひそういった環境を整えてもらっ
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たほうが、先ほど笠会長がおっしゃったよう

なスムーズな体制ができるんだろうというふ

うに思っております。もちろん県のほうも、

ほかにもいろんな関連した形で、職員を臨時

的に派遣するだとか、ポイントポイントで派

遣するとか、そういう組織はできると思うの

で、そこはまずしっかりやってもらいたいの

と、私もこの間トップリーグ拝見させていた

だきました。大変盛り上がりがあって私も楽

しかったんですが、ふと帰り際思ったんです

けれども、あれが、ヤマハが来なかったとき

に、ヤマハ発動機の試合が組めなかったとき

には、どういうふうな動員数だったのかなと

いうのをふと感じたんですね。ラグビーとい

うのは、私もずっと兄貴が花園に行ってます

から、ずっと見て楽しいんですけれども、な

かなかわかりづらいし、これからどう広報す

るかという、先ほどおっしゃいましたが、今

からシーズンオフですよね、冬まで。その間

が一番選手たちは苦労されているんですが、

やっぱり協会としても、このシーズンオフに

どうやってつなぐかですよ。その対策はとら

れてますか。 

 

○野口参考人 今はシーズンオフというのが

なくて、夏も大会やっているような状況なん

ですよね。それで、ラグビーの競技をどうや

って広げていくかということ、まず一番ネッ

クになるのはルールの問題だと思うんです

よ。ラグビーはルールがわかりにくいと。こ

れにつきましては、協会のほうでも、先日も

行ったんですが、試合前に告知を行って、ラ

グビーのルール解説教室を開きますというこ

とで、今のところ２回ぐらいそれを開いてい

るんですが、これをずっと恒常化していっ

て、大会のたびにルールを、また、この間の

トップリーグみたいな大きな大会のときも、

まだ実現化はしてないんですが、「ルール解

説できます」というようなジャンパーを着た

人をスタンドの中に配置して、わからない人

はその人の近くに寄ってくださいと、解説し

てくれますよというような努力はしなきゃい

けないと。一番のネックはやっぱりルールが

難しいところだと思いますので、それについ

ては積極的に取り組んでいく必要があると考

えております。 

 

○髙野洋介委員 ルールが難しいですよね。

ルールがわかったからファンがふえるかとい

ったら、そうでもない部分もあるし、ああい

う五郎丸さんみたいなスターが生まれて、そ

こで入って、ルールはわからぬけど、見てて

楽しいと言われる方もいらっしゃると思うん

ですよ。 

 手前みその話になりますが、12月に一般質

問をさせてもらって、ラグビーの質問してい

るんですよ。というのが、ことし中から、小

中学校にはラグビーボールとハンドボールを

支給して、学校で授業をするということを教

育長がおっしゃったんですね。多分そういう

情報が行ってないんだと思いますが、そうい

う情報も、県議会でも市議会でも多分そうい

う話あってますよね。ですから、そういう情

報をぜひ協会としてもしっかり把握をして、

次にどうつなげるかというのをぜひ取り組ん

でもらいたいと思っています。 

 私、シーズンオフと言うたのが、それは高

校とか中学校とかはあっていると思います

が、恐らくトップリーグは冬ですよね。だか

ら、今から日本の選手は外国に行ったりとか

されますよね。だから、そこら辺のことを言

ったんですよね。ですから、やっぱり国民と

か県民の方々は、ああいうプロとかトップリ

ーグとかという試合しかあんまり見ないです

よね。高校とか大学のテレビ放送はほとんど

今やってないですよね。だから、身近にもう

尐し感じられるように、私もラグビースクー

ルの顧問やっているんですね。そことかとい

ろいろ広げながら、子供たちと親と一緒にラ

グビーが楽しめられるような環境をぜひ努力
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してつくってもらいたいなというふうに思っ

ています。 

 この間のトップリーグが終わった後のアフ

ターファンクションに行かせてもらって、日

本代表の選手とかプレーした人の話を伺いま

したので、また、終わってからでも話をさせ

てもらいますので、ぜひよろしくお願いいた

します。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○重村栄委員 先ほど来いろいろお話を聞か

せていただいています。個人的なことで行く

と、私も学生時代ラグビーやってましたの

で、非常に関心度が高いんですけれども、ル

ールの問題、先ほどからお話しされていると

おり、非常にわかりづらいから普及しないと

いう面もあるんですけれども、ただ、それだ

けじゃないというふうに感じています。やっ

ぱり身近じゃなかったと、今までが。余りに

も離れていたというのもあるのかなという感

じがするんですけれども、今回のトップリー

グの試合もそうですし、ワールドカップもそ

うなんですけれども、ラグビーそのものの文

化が日本には根づいてないと。歴史は長いで

すよね、ラグビーの歴史。すごく長くて、釜

石が全盛をした時代もあるし、神戸製鋼が７

連覇だったかな、なった時代もあるしです

ね、非常にそういう歴史もあるし、一時は、

明治がすごく重量フォワードで頑張った時代

もありましたし、だから、そういう意味で、

そのときそのときには話題性はあったんです

けれども、その継続性がなかなか続いてない

というのがこのラグビーの日本における文化

かなという感じを持ってまして、そういうこ

とを考えると、やっぱり先ほどから出ている

タグラグビーを含めて、やっぱりもうちょっ

と底辺の拡散をしておかないと、急にやろう

としてもなかなかできるもんじゃないんじゃ

ないかなと思います。 

 私は荒尾に住んでいるもんですから、地元

に荒尾高校があって、徳井監督、一生懸命今

子供たちにタグラグビーとか教えてくれてま

すけれども、なかなかふえないんですよね、

数に限りがあって。やっぱりそういった意味

では、よっぽど今から頑張らぬと、その底辺

の拡大というのは難しいかなという気がしま

すし、それと、もう１つ気になるのが、この

年にハンドボールも熊本でありますよね。時

期的にもそんなに離れてないと。このとき

に、きょうはこのラグビー協会の皆さん方と

お話ししているんですけれども、じゃあ、ハ

ンドボール協会との関係はどうするのかと。

どっちにもボランティアも要る、どっちにも

いろんなスタッフが要る、お金も当然要る、

それをどうやってすみ分けをしながら、どう

やってうまく利用するか。ここも、ラグビー

協会だけじゃなくてハンドボール協会等も含

めて、当然それじゃ県、市入った中でどうす

るかというお話もしといていただかないと、

こっちはこっちの話こっちはこっちの話、こ

れじゃやっぱりまずいんじゃないかな、そん

な気がしますので、当然ラグビーはラグビー

としての中心的な役割はしていただく、これ

は当たり前のことですけれども、ハンドボー

ル協会とのかかわり、これも無視できないと

いうふうに思いますので、それがうまくいけ

ば、いろんなスタッフが、ボランティアスタ

ッフ含めて共有できる可能性もあるわけです

よね。おもてなしというそんな面だとかそう

いったことも含めて、メディアに露出の仕方

も、ラグビーだけじゃなくてハンドボールも

含めて、うまく相乗効果が出るような形を考

える必要があるんではないかなと、そんな感

じをちょっと先ほどからのお話を聞きながら

感じました。 

 

○笠参考人 その点は、ラグビー協会も、も

う理事以上は十分認識しておりまして、具体
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的な取り組みでは、共通のパフォーマンスが

あるときは、お互いが呼びかけて一緒の行動

を今始めてます。例えば、ラグビーはラグビ

ーファミリーパレードというのを目抜き通り

でやりますが、去年からハンドボールの人た

ちも入ってもらってます。ハンドボールとラ

グビーは、ラグビーが９、10、ハンドボール

が12、だから、２カ月か１カ月半違うんです

が、実際は、ボランティアとか何かの問題も

あると思いますが、それもうまく組織化した

ら、ハンドボールに引き継げるような形もで

きると思います。完全にかち合っているわけ

ではありません。ですから、それを効率よく

うまくそれぞれの協会もそう認識しています

ので、向こうの催しに私は誘われて行くこと

もありますし、我々の催しにハンドボールの

面々が参加するというのはもう始めていま

す。だから、行政のほうもそういう形で機構

をつくっているはずです。 

 

○ 委員 １点質問なんですけれど

も、この委員会で昨年東京に上京しまして、

たしか日本ラグビー協会の組織委員会ですか

ね、事務局の方といろいろ意見交換させてい

ただきまして、座席数の話題になりまして、

私たち、その意見交換する前までは、何千席

ふやさないといい試合がとれないから、何と

かスタジアムの座席を仮設にするのか本格的

に増設するのか緊急に決めないといけないと

いう感覚で行ったんですが、組織委員会の方

は、それはもう全然要求しませんと明確に言

われたんですね。３万2,000席でしたかね、

今現状。そのキャパでもう選ばれているわけ

ですから、それを４万席にしないといい試合

がとれないとかそういうことは全くないです

と明確にそのときおっしゃいまして、その辺

のことを私たちも認識を新たにして熊本に帰

ってきたつもりなんですが、先ほどの話とち

ょっとその辺がどうなのかなと思いまして…

…。 

 

○岡村参考人 今３万2,000ですよね、うち

のスタジアム。３万2,000のままでＡランク

の試合がとれるとは認識して私たちはおりま

せんでした。初めて聞きました。多尐なりと

も、４万まではあれだけど、まあ、３万6,00

0、３万8,000ぐらいまでの座席を用意せんと

いかぬとかなという認識でおりました。 

 組織委員会とも結構情報の交換的なことは

やっているんですけれども、その答えは私は

聞いておりません。だから、やっぱりちょっ

とふらふらしているんですよね。組織委員会

の……。 

 

○荒木章博委員 俺が質問したんだけん、３

万2,000のはね。ただ、そのときは――だか

ら僕は安心して帰ったんですよ。そしたら、

東京へ行っていろいろ聞いたら、今言われた

ようにぶれてるんですよ。だから、結論は出

てないんですよ。 

 

○ 委員 協会、組織委員としては、

何千席ということはありませんと。それで、

４万にしたからいい試合が来るということも

ありませんと明確におっしゃってたんです

ね。ぜひその辺は、熊本のラグビー協会さん

も確認をお願いします。 

 

○岡村参考人 はい、それは確認します。 

 

○笠参考人 結構これは大きな問題なもんで

すから、余り４万にこだわるのだけはやめて

ます、我々も。ただ、一応カテゴリーという

のがあって、それだけのスケールが要るよ

と、一応単価も高くなりますからね、本番に

なれば。だから、その収入の見込みが必要な

んでしょう。だから、４万に、数字にはこだ

わってません、既に。ただ、そのランキング

に入るためには、今のままでいいのかと言う

たら、まあ、今我々言っているとおり、ある
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程度もっとふやさないとだめじゃないかと、

カテゴリーに入れないんじゃないかという認

識はあります。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○河津修司委員 さっきから県、市と一緒に

なって、協会も一緒になっての実働部隊とい

うか、その事務局みたいなものという、そこ

の部分は、ラグビーだけの実働部隊という

か、事務局なんですか。そのハンドボールも

一緒でいいことになるんですかね。大体これ

は予算もあるかと思うから、執行部としては

そこはどういうふうに考えているのか。 

 

○笠参考人 ハンドボールの場合は事務局が

あるんですよね、もう。実際我々ラグビー協

会は、事務局は名ばかりで自分の家の住所を

書いたりしているんですよ。 

 

○河津修司委員 だから、同じ事務局をつく

るとしたら、県とか市からも出向していくこ

とになるかと思うんですが……。 

 

○荒木章博委員 関連して。河津先生、こち

らがつくるわけじゃないもんだから、だか

ら、それは県、市と各協会が相談して将来し

ないと、ラグビー協会にそれを、ハンドボー

ルはどうなるのかと聞いても答えは……。 

 

○河津修司委員 そういうわけじゃなくて、

ラグビー協会としての考えは、ハンドボール

と一緒でもいいと考えているのか、執行部の

ほうも考えがあると思うんですよ。 

 

○溝口幸治委員長 ちょっとじゃあ整理しま

す。 

 満原課長、2019年に向けて組織をどういう

ふうにやっていこうと考えているのか、今、

荒木委員がおっしゃったように、ラグビー協

会さんがやるわけじゃないですよね。県と市

と連携して、そこにラグビー協会さんも入っ

ていただくと。ラグビー協会さんたちは、き

ょうもお話出たように、みんな仕事を持っと

んなはるわけですよね。専従したわけじゃな

かですよ。ほかにやるべきことがあって、み

んな仕事持っとんなはるわけですから、やっ

ぱり県と市で連携して組織をつくっていくの

が一番正しい方法だと思いますし、その辺の

スケジュール感をちょっと、今の時点で、わ

かっている時点で。 

 

○満原観光課長 現時点で考えておりますの

は、やはり2019年のハンドボールとラグビ

ー、それから翌年のオリンピック・パラリン

ピックのキャンプ地等々国際スポーツビッグ

イヤーを抱えて、熊本県としては、これを包

括的にやるところを今組織化しようというこ

とで今考えております。 

 

○溝口幸治委員長 組織委員会から正式に、

2019の前に、地元で組織委員会をつくってく

ださいという指示が来るという話だったです

よね。それはいつごろ来るのかということ

と、それから今の実働部隊、今ないわけです

ね。要は、ラグビー協会の人たちが情報流そ

うと思ったら、市にも行かなん、県に行けば

観光課にも行かないかぬ、体育保健課にも行

かなんというのが現実として今あっているの

で、１つのところで情報共有をしたい、１つ

のところで交流を図っていきたいというのが

きょうの御要望なので、そういうふうなイメ

ージをもう執行部も恐らく持たれていると思

うので、その辺のスケジュール感をちょっと

お話しいただければ。 

 

○満原観光課長 来年度の話になってしまい

ますけれども、今動いていますのは、来年

度、ハンドボールとそれからラグビー全て含

めたところで考えていかなければならないん
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ですけれども、やはりハンドボールとラグビ

ーとおのおの活動的なものがありますので、

そこのところを含めたところでまず組織つく

って、大きな委員会といいますか、というも

のを来年度中途につくる、ラグビーの各都

市、開催都市の組織委員会につきましては今

中央と検討しておりますので、その辺が尐し

まだ明確にはなっていないというところです

が、とにかく県ラグビーフットボール協会、

それから県のハンドボール協会等々と連携で

きる組織立てをつくっていきたいと考えてい

ます。 

 

○溝口幸治委員長 ４月以降の話なので、な

かなかその辺言いにくかでしょうけれども、

予算があるので言いにくいし、組織が変わる

ことなので言いにくいんでしょうけれども、

４月以降は、今の体制ではなくて、もっと充

実した体制になるということでまず１つ確認

いいですね。 

 それから、大きな委員会をつくるというの

は、何とか協会会長とか何とか団体会長とか

そういう人たちが、知事とか入ってやるとい

うのが大きな団体でしょうけれども、きょう

の話は実働部隊、いわゆる汗かく事務局レベ

ルのやつでいいので早く立ち上げてくれとい

うことなので、それも含めてどう考えている

のかというのをちょっと今の時点で。 

 

○満原観光課長 済みません、説明が非常に

不足しておりました。そういった委員会を立

ち上げてやるわけです。その実行部隊として

の事務局、これにつきましても新年度立ち上

げることで考えております。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

○橋口海平委員 今、こんなテストマッチと

か国際大会の試合を誘致とか４年後に向けて

しているかと思うんですが、先ほど施設の改

修の問題とかあったんですが、今現状で、そ

ういう国際大会を誘致して、今の何も改修し

ないままでも来るものなんですか、それとも

優先順位とか人工芝を張らないと国際試合を

やれないとか、そういう問題はどうなってい

るのかと。 

 

○野口参考人 国際試合につきましては、ワ

ールドカップを別にしまして、アジアチャン

ピオンシップというのが年間２試合、そして

パシフィックネーションシリーズというのが

年間４試合、ワールドカップと関係なく大体

６試合日本の国内でジャパン戦と、俗に言う

ジャパン戦と呼ばれるようなのがやられてい

ます。これを我々とすれば早く経験をして、

運営のノウハウを、問題点等を洗い直して20

19年に結びつけたいということで思っている

ところです。 

 ですから、その２つの試合が来年度でもと

れればとりたいなというのは考えておりま

す。その際問題になるのが、ハードの面とし

て言いますと、１つは、ゴールポストの問

題、今多分10メートルそこそこしかないと思

います。あの今国際試合になると、物すごく

キックが飛びますので、高いゴールポストが

必要だし、安全面からすると、ピッチの芝生

の周りに５メーターの人工芝を敶く必要があ

ります。これは計算していくと大体100枚ぐ

らい必要になっています。今、ＫＫＷＩＮＧ

にあるのはゴムのシートでありますけれど

も、これが人工芝の毛の長いやつということ

で言われると、今のところ、それは枚数が足

りていないというのが現状ですね。 

 あとは、設備的な問題とすれば、シャワー

室の問題です。日本人仕様でつくってありま

すので、外国人の体の大きい選手が来た場合

は、ちょっと中に入って体を洗うことができ

ないような状況ですから、それは早く改修し

ていただきたいなというのがあります。あと

は、個人ロッカーが全くありません、部屋だ
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けしかありませんので、選手の更衣室、それ

に個人用のロッカーをつけていただくという

ことはもう早急に対応していただきたいなと

思っています。あと、ラグビーだけじゃあり

ませんが、ほかの競技、陸上でもそうなんで

すが、今もうドーピングが非常に厳しくなっ

てきてますので、ドーピング室というのがあ

そこにはないんですね。ですから、トイレの

設備を整えたドーピング室というのが今後必

要になってくると思いますので、その辺の施

設の改修は至急行っていただければ、国際試

合がある程度とれるんじゃないかというよう

なところで考えております。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございます。 

 

○笠参考人 つまりは、2019にどうせこれは

必要事項だとしてしなきゃならないんです

よ、今のシャワーとかドーピングのルームと

か含めて。ということは、それを前もってで

きれば国際試合もまた呼べるということです

ね。ですから、呼ぶことでまたいろんな体験

効果があらわれるんじゃないかという考え方

です。 

 

○溝口幸治委員長 じゃあ、今の早急に施設

を改修しなければならないという問題意識と

いうのは執行部もお持ちだと思いますけれど

も、今の時点での何か執行部として答えられ

る部分がありますか。 

 

○満原観光課長 ラグビーワールドカップの

2019ジャパンの組織委員会等とこれまで数々

打ち合わせをやっております。今話にありま

したシャワー室、それからドーピングコント

ロール室等々、これはもう必要だということ

で私ども考えておりますので、その辺につき

ましては、予算の関係も含めまして今後やっ

ていくという方向で今検討しております。 

 

○溝口幸治委員長 わかりました。 

 ほかにございませんか。 

  (「なし」と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 じゃあ、最後、部長、き

ょうの意見交換も含めて何か執行部としての

対応。 

 部長、お願いします。 

 

○髙口商工観光労働部長 きょうはラグビー

協会のほうから大きいお話から小さいお話ま

でたくさんいただきました。冒頭、委員長が

おっしゃいましたように、時間があるようで

ないというのも我々も十分認識しておりま

す。ちょっと時期が今２月の当初予算の議案

を出す前でございますので、余り申し上げら

れることはございませんが、今後、２月の議

会での当初予算にはなるべく緊急的なものは

考えていきたいと思っておりますし、６月の

本予算に向けては、そこも含めてしっかりと

予算も計上しながら御審議いただきたいと思

っています。体制についても、先ほど満原課

長申しましたように、今両協会、ラグビー協

会もハンドボール協会も同じようなお悩みと

いうか、問題意識を持っていらっしゃるのは

我々も承知しておりますので、そこを十分受

けとめながら、熊本市としっかり連携をしな

がらやっていきたいというふうに思っており

ますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員長 ありがとうございまし

た。 

 なければ、これで意見交換を終了いたしま

す。 

 まず、きょうお見えいただいたラグビーフ

ットボール協会の方々に御退席いただきたい

と思いますが、お礼の御挨拶をさせていただ

きます。 
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 本日は、まことにありがとうございまし

た。きょうお話しいただいたことを箇条書き

程度でも結構ですから、またまとめていただ

いて、執行部のほうを通じて我々にも見られ

るような形にしていただければというふうに

思います。 

 きょうは第１回目ですが、また年度が変わ

ったり、あるいはいろいろなことがあったり

国際大会が入るようなことがあったりする

と、こういう形でこの委員会が窓口として意

見交換をできればというふうに考えておりま

す。 

 もうおわかりのとおり、みんな成功に向け

て何をするべきかという前向きな意見であり

ましたので、それぞれの委員が応援団だとい

う気持ちでぜひ頑張っていただきたいと思い

ます。 

 なお、皆さん方、本当に仕事がそれぞれあ

りながら、例えば審判されている方たちもそ

うですけれども、協会の方たちみんな仕事が

あっての応援でございますので、2019年ま

で、それぞれの方々の職場での御理解だと

か、職場から協会の仕事がしやすくするため

にどうすればいいかということも我々しっか

り応援をしていくつもりでございますので、

何かありましたら議会のほうにも御意見、御

要望をいただければというふうに思います。 

 本日は、まことにありがとうございまし

た。 

 まず、４名の皆さん方御退席いただいて、

その他を受けたいと思います。 

  （参考人退席） 

○溝口幸治委員長 それでは、その他に入り

ます。 

 そのほか、先生方から何かありませんか。 

 

○荒木章博委員 ＨＲＯプログラム、昨日、

ハロープログラムということで、Ｈはハン

ド、Ｒはラグビー、そしてＯはオリ・パラの

実行委員会が、第１回の会議が開催をされた

わけです。これは、いつこの団体に会議をす

るという、準備委員会をすると、第１回の会

議をいつ発送されたのか、そして議会には、

議会のこの委員会にはどういう説明をされた

のか、そこをお尋ねします。 

 

○満原観光課長 昨日、ハロープログラムと

今委員がおっしゃいましたいわゆるレガシー

という言葉で私たちが言ってたものを熊本県

版ではハロープログラムと。今お話がありま

したように、ハンドボール、ラグビー、オリ

ンピックの頭文字をとってハロープログラム

ということで、熊本県で何を残すか、何をや

っていこうかということを策定するというこ

とで考えておりまして、この策定委員会、第

１回を昨日行ったんですけれども、それにつ

いては非常に喫緊で緊急にやってしまったも

んですから、発送は約１週間ぐらい前にしか

やっておりません。それで、非常に各方面に

御迷惑をかけているというのが実情でござい

ます。 

 第１回と申しましたけれども、この策定の

方向をどうやるかということで準備委員会的

なところで第１回をやっておりまして、これ

につきましては皆様方には御説明はいたして

おりません。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 まあ、１週間前に御案内を

差し上げた。これを見ますと、各団体のトッ

プですよね、全てが、19名。そういった中

で、これは、要するに、レガシーというのは

オリ・パラの終わった後の対策のこれは話で

すよね、大まかに言えばですね。そうでしょ

う、内容は。 

 

○満原観光課長 今回、レガシーと申します

のは、確かに、終わった後もあるんですが、

これをきっかけに、2019、2020の国際スポー

ツビッグイヤーをきっかけに、大会前、それ
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から大会中、大会後も含めて、熊本県が活性

化する方向で活動できるものをプログラムと

してまとめようというところで今考えており

ます。 

 

○荒木章博委員 いや、さっきも言いました

ように、もちろん、ハンドボール、ラグビー

協会も入ってますけれども、各種の熊本県の

トップの人たちが来て会議やって、これはま

だ非公開にしてくれと、次回に持っていくか

らということで、準備委員会だからそういう

ふうに言われたかもしれぬけれども、１週間

前に、これをやる前に委員長には報告はあっ

たんですか。 

 

○溝口幸治委員長 １週間前にはなかったで

すね。 

 

○荒木章博委員 いつだったですかね。 

 

○溝口幸治委員長 いや……。 

 

○荒木章博委員 きょうでしょう。私がきょ

う言うからということだから委員長に報告が

あったんですよ。やっぱり議会という１つの

組織、これは委員長にあれば別に私はもう言

う必要ありません、正直言うて。こういうの

をやるのに大体商工観光労働部はこういうと

ころがありますよ、最近。もっと議会に相談

をして、やるからということだけ言えばいい

じゃないですか、前日にでも。だから、委員

長には、私が言うからうろたえて、きょう説

明に行ったんでしょう。何時に行ったんです

か。 

 

○満原観光課長 まだ御説明いたしておりま

せん。 

 

○荒木章博委員 してない。なら、委員長、

アイコンタクトで説明があったように……。

やっぱり委員長立派ですね。ですから、やっ

ぱりきちんとね、こういうＨＲＯというて、

ハロープログラム、これは、ハンド、ラグビ

ー、オリ・パラですよ、これ。だから、やっ

ぱりそういうのはきちんとある程度ね、こん

なのやるからぐらいファックスとか、それぐ

らいやってくださいよ。いかがですか、部

長。 

 

○髙口商工観光労働部長 今の荒木委員の御

指摘、まことに申しわけございません。私の

指導不足もあるかもしれません。今後そうい

うことがないようにきちんとやらせていただ

きたいと思います。申しわけございません。 

 

○荒木章博委員 なら、了解です。 

 

○溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで委員会を終了いたしま

す。 

 お疲れさまでした。 

  午後２時15分閉会 
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